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火山噴火予測研究の今！及びその将来展望 



18 km 

25 km 

• 18 km x 25 km,    50,000人が暮らす。世界最大級 
• 4 回の大規模噴火 (約27万年前, 約14万年前, 約12万年前, 約9 万年前)。 
• 約9万年前の噴火では200 km3 のマグマが放出され、カルデラが形成された。  
    2014年11月~2015年5月までのマグマの総放出量はおおよそ0.001 km 3 
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草千里 
マグマだまり 
（地下約6km） 



Sudo and Kong (2001) 



水準測量によって捉えられた上下変動 

草千里を中心とする
沈降 

須藤・他（2006）による変動源 

1997-2004の体積減少は
6.24 million m3 

1999-1989 



Kawakatsu & Yamamoto (2007) 熱水溜り 

表層 

不透水層 

 火口直下の亀裂状火道を介した火山性流体の
運動 

  ⇒ 長周期微動（LPT:周期15秒）を含む多
様な震動 

 亀裂状火道上端の熱水溜り・不透水層の 
  存在による地表現象の多様化 

 地表へは複数の分岐経路を通り地表へ流動し
ている可能性 （高周波の微動アレイ解析結果） 

Kanda et al. (2008) 
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1 1 2 2 3 3 2 2 
噴火警戒
レベル 1 1 3 2 

マグマ噴火 

水蒸気噴火 爆発的噴火 
熊本地震 



2014年噴火 2015年噴火 

地盤変動 マグマ溜まりの膨張 マグマ溜まりの膨張 

微動活動 長周期微動の短周期化・ 
振幅＆発生回数の増大 
短周期連続微動の振幅増大 

長周期微動の短周期化・ 
振幅＆発生回数の増大 
短周期連続微動の振幅増大 

地磁気変化 急激な熱消磁 緩やかな熱消磁 

火口湖 一部赤熱＆湯溜まり無し 一部赤熱＆若干の湯量 
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